




















































































地の俳句の中心人物たち 会い、俳句を集めていたらしい。そして、伊那に帰ってからそ らを句集『俳諧三部集』としてまとめたという 著者はそのなかに残された各地の俳人俳句を丹念に追い、現在にいたるまで知られることのなかった当時の日本 俳壇状況 具体相を明らかにされた。江戸や京都 いかに多くの市井の優れた俳人たちがいた 、いかにかれらが芭蕉の風 慕い、継承しようと努力していたか。著者はそれらを人物考証作品分析を絡めて具体的に詳細に解明している。本書の圧巻といえる部分であるし、研究上の功績もきわめて大きい。指摘された興味深い事例は枚挙に暇がないが、一例 紹介したい。
作家永井荷風の曽祖父永井士前 尾張鳴海の俳人として全国的に名の知られた人であった。鳴海を訪れた井













重要な部分であろう。著者が「あとがき」 最後に「鉄壁 ゴールキーパ 」としてお名前を掲げる本書の監修者大澤水紀雄氏 る 難解な句の注記で、典雅な句風の著者とは趣き 異にする洒脱で俳味ある解を提示され、二つの解を比較して読むことをとお 、読者に読解 難 さと楽 さを教えてくださっている。
著者は大澤氏とふたりで俳句振興のためＮＰＯ法人「双牛舎」を創設し、俳句振興に尽力されている。著者






があった。江戸期の俳書を調べていますとのお話だった。思えば、そのときすでに御著書執筆に向けての地道な作業にはいっていらしたのであろう。本書には貴重な資料がふんだんに用いられ、綿密な考証が施されている。そして、本書からもその一端を窺い知ることができるが、著者の資料調査の方法は多岐にわたり、かつ徹底している。インターネットを駆使し、国会図 館、都立中央図書館等に足繁く通い、伊那、鳴海等各地の教育委員会、資料館等関連機関に問い合わせ 実際に出向き、伝手を頼って個人を訪問し、実地踏査を行なう、という具合である。その努力の賜物が井月を大切に思う人の縁につ がっていく。著者はそれを偶然の幸運とさらりと記すが、偶然ではないと稿者は考えている。
著者は、本学教授就任前は、長く新聞記者として活躍され、 「春秋」 （日 経済新聞）欄等も担当されて





りは、とくに俳句を語る時に一段 冴えをみせる。本書の調査に関連し 著者に出 った多くの方々も、俳句と井月を深い愛情をもって語る著者の「談話の才
ざえ
」に魅了され、自ずと貴重な話が引き出され、人から人へと





「幸運」の連鎖は、本書の特徴であり大きな魅力であろう。「序章」の最後で、著者は本書タイトルに触れ、 「 「井月現る」には、 「新たな井月、現る」の意味が込められていることを、ご理解いただきたい」と記された。この一文が著者の思いを端的に表しているであろう。井月の生きた時代は、蕉風 継承する豊穣な句作活動が全国で行なわれていた時代であった。井月の生き




二〇一一年） 、岩波文庫『井月句集』の刊行（二〇一二年）等。二〇一四年には東京で「井月忌俳句大会」が開催されたが、予想を大きく上回る参加者があ たという。井月は埋も 存在から現代に甦ったこ が実感される事例の数々である。
本書の功績に改めて思いを至したい。井月のつぎは、著者の手によってどのような人物が新たな姿 現してくれるのだろうか。その日を楽しみに
待ちたいと思う。
同人社
　
二〇一四年八月
　
一六〇〇円
